






要約:近年,分子生物学の発展により遺伝性疾患の遺伝子診断が有力な武器として登場して

いるが,遺伝子解析を出生前診断に適用するには絨毛採取法のほうが羊水穿刺法より数段

優れている。そこで今回,1988 年に引き続いて絨毛診断の現状を知る目的で全国調査を行

った。本調査から絨毛採取手技の安全性は飛躍的に向上し,遺伝子診断技術の普及と関連し

てその適応症例数が着実に増加していることが示された。 


